
▼
一
年
前
の
こ
の
欄
で
は
「
三

月
弥
生
、
別
れ
の
時
期
と
い
わ

れ
る
」
と
書
き
始
め
た
。
一
年

後
の
本
号
は
、
正
に
別
れ
の
号

と
な
っ
た
。
日
本
友
愛
青
年
協

会
が
発
行
す
る
『
友
愛
』
と
し

て
は
、
最
後
の
号
で
あ
る
。
▼

思
え
ば
か
な
り
の
年
月
を
、

『
友
愛
』
と
過
ご
し
た
こ
と
に

な
る
。
そ
の
間
に
、
機
関
誌

『
ゆ
う
あ
い
』
も
発
行
さ
れ
、

編
集
子
は
こ
れ
に
も
携
わ
っ

た
。
年
月
の
推
移
は
、
様
々
な

こ
と
を
も
た
ら
す
。
▼
し
か
し

『
友
愛
』
が
な
く
な
る
訳
で
は

な
く
、
新
法
人
に
移
行
後
も

『
友
愛
』
は
続
け
ら
れ
る
よ
う

だ
。
新
法
人
で
は
、
継
続
的
公

益
事
業
と
し
て
、
友
愛
の
理
念

を
伝
え
る
、
情
報
等
発
信
事
業

を
掲
げ
て
い
る
。
力
強
い
思
い

が
す
る
。
さ
ら
に
現
代
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
電
子
的
情

報
公
開
も
可
能
で
あ
る
。
充
実

し
た
『
友
愛
』
紙
面
、
親
し
め

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
を
期

待
し
て
止
ま
な
い
。
▼
昨
年
も

別
れ
の
時
は
、
新
し
い
出
合
い

の
時
で
も
あ
る
と
書
い
た
。
今

ま
さ
に
そ
の
時
で
、
法
人
の
形

態
を
変
え
、
新
し
く
出
発
す
る

「
一
般
財
団
法
人
日
本
友
愛
協

会
」
と
出
会
え
る
の
で
あ
る
。

根
幹
に
流
れ
る
理
念
、
思
想
は
、

鳩
山
一
郎
先
生
が
提
唱
さ
れ
た

「
友
愛
」
そ
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
法
人
の
形
態
が
ど
の
よ
う

に
な
ろ
う
と
、「
友
愛
」
は
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。
▼
大
正
、

昭
和
、
平
成
と
生
き
て
き
た
編

集
子
で
あ
る
が
、
友
愛
青
年
同

志
会
、
日
本
友
愛
青
年
協
会
、

日
本
友
愛
協
会
と
こ
ち
ら
も
三

代
を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
長
生
き
も
ま
ん
ざ
ら
悪
い

も
の
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
新
法
人
の
門
出
に
、
心
か

ら
の
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。
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移
行
決
定
を
受
け
て

平
成
二
十
三
年
二
月
十
六

日
、
内
閣
府
か
ら
一
般
財
団
法

人
日
本
友
愛
協
会
へ
の
移
行
申

請
が
承
認
さ
れ
た
内
示
が
あ
っ

た
、
と
事
務
局
か
ら
電
話
連
絡

が
あ
っ
た
。

平
成
二
〇
年
一
月
に(

財)

友

愛
の
事
務
所
に
公
益
法
人
協
会

専
門
相
談
員
上
曽
山
氏
を
お
招

き
し
て
平
成
十
八
年
五
月
に
国

会
で
可
決
さ
れ
た
「
一
般
社
団

法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
」、「
公
益
社
団
法
人

及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等

に
関
す
る
法
律
」「
一
般
社
団

法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人

及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」
の
公
益
法
人
改
革
に
つ

い
て
の
お
話
を
伺
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
に
制
定
さ
れ

た
民
法
に
よ
る
社
団
法
人
や
財

団
法
人
を
許
可
す
る
主
務
官
庁

制
を
や
め
て
法
人
格
を
取
得
し

や
す
く
し
、
民
間
に
よ
る
公
益

活
動
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
社

会
で
は
官
僚
の
法
人
へ
の
天
下

り
、
法
人
を
利
用
し
て
高
額
な

退
職
金
を
数
箇
所
か
ら
受
け
取

る
「
渡
り
」、
助
成
金
、
補
助

金
な
ど
の
受
け
皿
法
人
に
よ
る

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
も
見

え
る
丸
投
げ
な
ど
、
果
て
は
何

を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い

法
人
や
、
休
眠
法
人
の
存
在
、

法
人
の
売
買
ま
で
あ
っ
て
反
社

会
的
な
行
為
に
法
人
が
関
与
し

て
い
る
な
ど
の
こ
と
が
人
々
の

口
の
端
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
解
決
す
る

た
め
の
法
人
法
の
改
正
と
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

政
策
的
に
は
ど
う
で
あ
れ
、

平
成
二
〇
年
十
二
月
一
日
か
ら

移
行
手
続
き
が
開
始
さ
れ
、
五

年
以
内
に
移
行
が
完
了
し
な
け

れ
ば
解
散
し
た
も
の
と
認
定
さ

れ
て
し
ま
う
。

平
成
二
〇
年
三
月
理
事
会
、

評
議
員
会
で
新
法
人
移
行
検
討

委
員
会
の
設
立
が
承
認
さ
れ
、

委
員
長
に
法
律
音
痴
と
も
言
う

べ
き
鶴
巻
が
任
命
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
理
事
か
ら
川
手
正
一
郎

常
務
理
事
、
評
議
員
か
ら
萩
原

直
三
、
福
田
八
州
雄
、
事
務
局

か
ら
羽
中
田
元
美
、
榎
（
中
井
）

麻
記
子
の
五
氏
を
委
員
に
委
嘱

し
た
。

委
員
会
は
、
平
成
二
十
一
年

五
月
理
事
会
ま
で
一
〇
回
開
催

さ
れ
、
現
行
寄
付
行
為
、
諸
規

則
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
公
益

財
団
法
人
、
一
般
財
団
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ.
と
移
行
先
法
人
の
形
態

を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
、

欠
点
を
説
明
し
た
。
理
事
会
は

将
来
的
に
主
務
官
庁
の
監
督
を

離
れ
て
自
由
に
事
業
展
開
で
き

る
一
般
財
団
法
人
を
選
択
し

た
。新

法
人
の
定
款
等
の
作
成
を

す
る
た
め
、
定
款
等
作
成
委
員

会
の
設
立
が
図
ら
れ
、
委
員
長

に
鶴
巻
が
任
命
さ
れ
、
中
井

麻
記
子
氏
の
退
職
を
受
け
て
、

井
之
輪
　
豪
が
事
務
局
に
入
職

し
た
の
で
委
員
の
交
代
を
し
た

他
は
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

を
再
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

平
成
二
十
一
年
六
月
の
第
一

回
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
ま

で
作
成
委
員
会
は
十
九
回
、
小

委
員
会
は
七
回
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
間
に
手
分
け
し
て
各
団

体
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
文

部
科
学
省
の
主
催
す
る
説
明
会

等
に
出
席
し
、
理
解
を
深
め
な

が
ら
、
定
款
第
一
章
　
第
一
条

か
ら
第
十
一
章
第
六
十
四
条
に

補
則
が
加
わ
っ
た
定
款
（
ペ
ー

ジ
数
に
し
て
Ａ
４
版
で
十
八
ペ

ー
ジ
、
現
行
寄
付
行
為
は
第
一

〇
章
補
則
ま
で
四
十
三
条
、
Ａ

４
版
で
一
〇
ペ
ー
ジ
）
の
案
を

作
成
し
た
。

同
時
進
行
で
新
定
款
案
に
基

づ
き
、
現
在
行
っ
て
い
る
公
益

事
業
と
そ
の
他
事
業
と
に
仕
分

け
し
、
現
有
資
産
で
公
益
事
業

を
行
っ
た
場
合
、
何
年
間
で
零

に
な
る
か
を
、
公
益
目
的
支
出

計
画
を
作
成
し
計
算
し
た
結

果
、
平
成
三
十
八
年
三
月
三
十

一
日
と
な
っ
た
。

（
今
後
十
五
年
間
は
主
務
官

庁
で
あ
っ
た
文
部
科
学
省
の
監

督
も
受
け
る
、
そ
の
後
の
活
動

は
法
に
触
れ
な
い
限
り
自
由
な

活
動
を
行
え
る
）

定
款
に
関
連
し
た

１
）
最
初
の
評
議
員
選
考
委

員
会
設
置
規
程

２
）
経
理
規
程

３
）
会
員
に
関
す
る
規
程

４
）
評
議
員
選
考
委
員
会
規

程
５
）
役
員
の
報
酬
並
び
に
役

員
、
評
議
員
の
費
用
に
関
す
る

規
程６

）
評
議
員
会
運
営
規
程

７
）
理
事
の
職
務
権
限
規
程

８
）
理
事
会
運
営
規
程

９
）
情
報
公
開
規
程

な
ど
の
諸
規
定
を
作
成
し
た

他
、
昭
和
四
十
七
年
に
制
定
さ

れ
て
か
ら
改
正
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
退
職
金
規
定
も
見
直
し

た
。こ

れ
ら
の
膨
大
な
作
業
を
終

え
、
内
閣
府
に
は
平
成
二
十
二

年
十
二
月
三
日
に
申
請
し
た
。

そ
の
後
平
成
二
十
三
年
一
月

二
〇
日
に
内
閣
府
公
益
認
定
委

員
会
事
務
局
へ
出
頭
し
て
申
請

書
類
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
、
修

正
を
行
い
、
此
れ
で
後
は
認
定

を
待
つ
ば
か
り
と
一
安
心
し
て

い
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
月
に
入
っ
て

文
部
科
学
省
か
ら
電
話
で
、

「
軽
井
沢
の
山
荘
事
業
は
公
益

事
業
と
し
て
申
請
し
て
い
る
が

当
方
は
収
益
事
業
と
考
え
る
。」

と
当
財
団
の
根
幹
を
揺
る
が
す

よ
う
な
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

三
、
四
年
前
当
財
団
に
文
部

科
学
省
か
ら
の
検
査
が
入
り
、

そ
の
際
、
山
荘
事
業
に
は
収
益

部
分
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
予

算
、
決
算
で
は
そ
の
区
分
は
分

離
し
て
計
上
す
る
よ
う
に
と
の

指
導
が
な
さ
れ
、
二
年
間
ほ
ど

予
決
算
に
そ
の
よ
う
な
計
上
を

行
っ
て
き
た
。
こ
の
問
題
は
内

部
で
も
論
争
の
種
と
な
っ
て
い

た
。
新
法
人
移
行
で
継
続
事
業

（
公
益
事
業
）
と
そ
の
他
事
業

と
に
仕
分
け
を
し
、
二
十
二
年

度
予
算
で
一
〇
〇
％
公
益
と
し

て
計
上
す
る
た
め
に
は
予
決
算

項
目
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
文
部
科
学
省
に
担
当
官

を
訪
問
し
て
財
団
設
立
の
歴
史

的
意
義
な
ど
を
説
明
、
了
解
を

得
て
い
た
の
に
。

そ
の
晩
は
眠
れ
な
か
っ
た
。

翌
々
日
に
再
度
文
部
科
学
省

か
ら
「
前
任
者
と
連
絡
が
取
れ
、

了
承
し
て
い
た
の
が
わ
か
り
ま

し
た
。
継
続
事
業
と
し
て
認
め

ま
す
」
と
入
電
が
あ
っ
た
と
聞

い
た
と
き
、
ど
な
た
に
も
理
解

さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ほ

ど
の
安
堵
感
。

記
憶
力
、
視
力
、
耐
力
の
衰

え
た
身
に
と
っ
て
こ
の
三
年
間

は
長
か
っ
た
。
時
に
疲
れ
、
嫌

気
を
覚
え
、
投
げ
出
そ
う
と
考

え
た
。
そ
ん
な
時
、
何
度
つ
ぶ

や
い
た
こ
と
か
。

官
僚
の
天
下
り
も
、
政
府
か
ら

の
助
成
金
も
受
け
て
い
な
い
財

団
が
な
ぜ
同
じ
扱
い
を
受
け
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
？

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
間

は
本
来
の
事
業
に
当
て
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
そ
が
れ
て
し
ま
う
じ

ゃ
な
い
か
！

ど
ん
な
改
革
を
し
た
っ
て
天
下

り
は
無
く
な
ら
な
い
よ
…
…
。

こ
の
仕
事
が
完
了
で
き
た
の

は
検
討
委
員
会
、
定
款
等
作
成

委
員
会
の
委
員
と
し
て
仲
間
が

協
力
し
て
く
れ
た
か
ら
出
来
た

の
だ
。
評
議
員
、
理
事
の
皆
さ

ん
も
臨
時
の
会
合
に
何
回
も
呼

び
出
さ
れ
て
も
協
力
を
し
て
下

さ
っ
た
。

そ
の
上
、
太
田
達
男
理
事
長

を
は
じ
め
公
益
財
団
法
人
　
公

益
法
人
協
会
の
皆
様
に
は
、
最

も
お
忙
し
い
と
き
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
資
料
の
提
供
か
ら

始
ま
っ
て
素
人
集
団
に
対
し
て

優
し
く
ご
指
導
下
さ
っ
た
こ
と

に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
感
謝
の

思
い
を
お
伝
え
し
た
ら
よ
い
の

か
そ
の
術
を
知
ら
な
い
。

こ
れ
で
終
了
、
で
は
な
い
。

名
称
か
ら
青
年
の
文
字
が
抜

け
、
全
て
の
人
々
に
友
愛
の
考

え
を
普
及
し
て
い
く
役
割
を
担

う
財
団
活
動
の
新
し
い
ス
タ
ー

ト
に
、
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。鶴

巻
　
克
雄

（
財
団
法
人
日
本
友
愛
青
年

協
会
常
務
理
事
・
検
討
委
員
会

委
員
長
・
定
款
等
作
成
委
員
会

委
員
長
）

―
二
面
に
関
連
記
事
掲
載
―

日
本
友
愛
青
年
協
会
は
、
五
十
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
公
益
法
人
法
の
改
正
を
受
け
、
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
そ
の
形
態
を
模
索
し
て
き

た
。
理
事
会
に
お
い
て
、
一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
決
定
し
、
定
款
等
作
成
委
員
会
に
於
け
る
定
款
の
作
成
、
数
度
に
わ
た
る
評
議
員
会
、

理
事
会
の
開
催
な
ど
多
く
の
行
程
を
経
て
十
二
月
三
日
申
請
書
の
提
出
に
至
っ
た
。
こ
の
度
内
閣
府
よ
り
、
移
行
申
請
が
認
可
さ
れ
た
と
の
連

絡
を
受
け
、
正
式
に
移
行
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。
検
討
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
ま
た
定
款
等
作
成
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
尽
力
し
て
こ

ら
れ
た
鶴
巻
克
雄
常
務
理
事
に
そ
れ
ま
で
の
経
緯
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を
掲
載
し
、
移
行
ま
で
の
ご
報
告
と
し
た
い
。
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植
樹
に
参
加
し
た
小
中
学
生
か
ら
「
環

境
爺
爺
」
と
し
て
大
人
気
。
川
手
団
長

一
面
記
事
で
ご
紹
介
し
ま
し

た
と
お
り
、
財
団
法
人
日
本
友

愛
青
年
協
会
は
、
公
益
法
人
法

の
改
正
を
受
け
、
四
月
一
日
よ

り
「
一
般
財
団
法
人
日
本
友
愛

協
会
」
と
し
て
新
た
に
発
足
致

し
ま
す
。

法
令
的
に
は
、
現
財
団
を
解

散
し
、
新
た
に
一
般
財
団
法
人

と
し
て
登
記
し
、
出
発
す
る
と

い
う
過
程
を
た
ど
り
ま
す
。

こ
の
た
め
現
在
会
員
と
し
て

ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

に
も
、
新
法
人
へ
の
再
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

現
在
会
員
登
録
を
い
た
だ
い

て
い
る
方
、
ま
た
賛
助
会
員
と

し
て
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
に
は
ご
面
倒
を
お
掛
け
い

た
し
ま
す
が
、
こ
の
『
友
愛
』

五
一
〇
号
に
同
封
さ
れ
て
い
る

「
会
員
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
」
に

ご
記
入
い
た
だ
き
、
事
務
局
宛

お
送
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
切
手
は
不
要
で
す
）

申
込
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

事
務
局
よ
り
、
皆
様
方
に
会
員

規
程
、
会
費
振
り
込
み
用
紙
な

ど
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

＊
四
月
一
日
よ
り
新
法
人
が

稼
働
い
た
し
ま
す
。
振
込
先
の

設
定
な
ど
、
事
務
処
理
に
若
干

の
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
ハ

ガ
キ
を
ご
返
送
い
た
だ
い
て
か

ら
関
係
書
類
が
お
手
元
に
届
く

ま
で
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

会
員
登
録
を
是
非
！

日
本
友
愛
協
会
は
、
公
益
法

人
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

続
け
て
参
り
ま
す
。

本
協
会
の
主
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
会
員
と
し
て
支
え
て

く
だ
さ
る
方
を
広
く
募
っ
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
参
画

い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
会
費
を

二
千
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
会
員
と
し
て
の
ご

登
録
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
く
会
員
と
し
て
ご
登
録

を
ご
希
望
の
方
は
、
こ
の
『
友

愛
』
五
一
〇
号
に
同
封
さ
れ
て

い
る
「
会
員
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
」

に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
事
務
局

宛
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
切
手
は
不
要
で
す
）

＊
会
員
の
方
に
は
、
本
紙

『
友
愛
』（
年
六
回
発
行
）
を
お

届
け
致
し
ま
す
。
ま
た
、
新
法

人
の
継
続
公
益
事
業
の
一
つ
で

あ
る
「
軽
井
沢
友
愛
山
荘
」
を
、

会
員
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
友
愛
山

荘
の
料
金
表
は
三
面
に
掲
載
）

＊
会
員
制
度
に
関
し
て
の
ご

質
問
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
財
団
法
人
日
本
友
愛
青
年

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
四
月

一
日
よ
り
ア
ド
レ
ス
変
更
。
現

在
の
ア
ド
レ
ス
で
も
ア
ク
セ
ス

可
能
）
か
ら
も
、
本
協
会
の
活

動
の
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
―
新
ア
ド
レ
ス
左
記
―

http;//yuaikyoukai.com

中
華
人
民
共
和
国
国
家
林
業
局
・
日
中

緑
化
交
流
基
金
よ
り
の
栄
誉
証
書

２００８年第四期　昨年植えたオレンジの木が、こ
の地には希な雪のため凍みてしまった。補植を行う

「
木
々
が
大
き
く
育
ち
日
中
友
好
も
大

き
く
育
つ
！
」
と
力
強
く
。
川
手
団
長

名
産
品
の
一
つ
「
銘
石
」
で
造
ら
れ
た

植
樹
記
念
碑
の
前
で
記
念
撮
影

参
加
者
の
一
人
田
中
佐
知
子
さ
ん
も
、

ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
元
気
に
植
林
活
動
を

２００９年第五期　一昨年に植えた木々からの収穫
をみせていただいた。おいしいオレンジだった

２００６年第二期　この年から地元の最大の産業で
ある柑橘系の樹木を植えるようになった

２００７年第三期　険しい傾斜の斜面に、特産品ミ
カン、オレンジの木を沢山植えた

２００５年第一期着工当時の記録。三峡ダムもかた
ちが見えてきたという状況だった

生
憎
の
雨
の
中
、
整
列
し
て
式
典
に
臨

ん
だ
現
地
近
隣
の
小
中
学
生
た
ち

二
〇
〇
五
年
よ
り
六
年
計
画

で
進
め
ら
れ
て
い
た
「
日
中
青

年
湖
北
省
シ
キ
県
生
態
緑
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
今
回
の
第

六
期
を
以
て
完
了
し
た
。

本
協
会
が
担
当
し
た
の
は
、

第
一
期
の
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

始
ま
り
、
第
二
期
以
降
第
六
期

ま
で
各
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

雪
害
に
よ
る
補
植
を
含
め
、
計

六
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
の
面
積

に
及
ぶ
。
湖
北
省
シ
キ
県
は
、

長
江
（
揚
子
江
）
上
流
に
位
置

し
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
三
峡

ダ
ム
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
約

百
万
人
が
移
住
し
、
新
た
な
市

が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
内
陸

に
あ
る
た
め
経
済
的
な
活
動
は

活
発
と
い
え
ず
、
環
境
保
全
、

治
水
の
た
め
の
植
林
は
、
県
の

特
産
物
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
を
植

え
付
け
、
同
時
に
経
済
活
動
の

活
性
化
を
も
促
す
効
果
を
も
た

ら
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
二

日
（
日
）
〜
十
五
日
（
水
）
の

予
定
で
、
第
十
七
次
植
林
訪
中

団
（
団
長
／
川
手
正
一
郎
　
福

田
八
州
雄
　
田
中
佐
知
子
　
羽

中
田
元
美
）
は
、
シ
キ
県
第
六

期
工
期
の
完
了
に
向
か
っ
た
。

第
一
期
（
友
愛
第
九
次
植
林

訪
中
）
当
時
は
、
三
峡
ダ
ム
も

形
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
が
、
第
六
期
訪
中
時
に
は
、

水
を
満
々
と
湛
え
、
発
電
能
力

を
充
分
に
発
揮
し
稼
動
中
で
あ

っ
た
。
町
に
は
物
が
多
く
、
中

国
自
体
の
経
済
発
展
も
あ
っ

て
、
豊
か
で
活
気
に
溢
れ
た
宜

昌
の
町
へ
と
変
わ
っ
て
い
た
。

変
わ
ら
な
い
の
は
、
植
林
を

担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
現
地
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
方
々
の
暖

か
い
心
配
り
と
、
木
々
保
育
へ

の
熱
心
さ
で
あ
る
。
韓
林
さ
ん

を
中
心
に
、
実
務
に
当
た
る

方
々
、
卒
先
生
を
軸
に
、
植
林

地
の
統
括
を
し
て
い
る
政
府
の

方
々
。
皆
さ
ん
旧
友
に
会
っ
た

よ
う
に
、
親
し
げ
に
歓
迎
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

二
日
目
、
雨
の
中
植
林
現
場

に
向
か
う
。
途
中
既
植
林
地
を

視
察
。
昨
年
、
一
昨
年
植
え
た

オ
レ
ン
ジ
も
大
き
く
育
ち
、
収

穫
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。
現
場
で
植
樹
に
参
加

の
子
供
達
か
ら
手
渡
さ
れ
た
オ

レ
ン
ジ
は
、
瑞
々
し
く
、
香
り

豊
か
だ
。
現
場
に
は
、
第
一
期

か
ら
第
五
期
ま
で
の
行
程
が
、

大
き
な
パ
ネ
ル
に
な
っ
て
掲
示

さ
れ
て
い
る
。
一
枚
一
枚
眺
め

る
に
つ
れ
、
感
慨
無
量
で
あ
る
。

「
友
愛
」
の
思
い
を
軸
に
、

六
年
間
継
続
し
て
き
た
成
果
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
人
と
人
の
絆
が
実
を
結

び
木
々
が
育
ち
、
日
中
友
好
を

大
き
く
育
て
る
こ
と
を
確
信
し

て
、
第
十
七
次
訪
中
を
終
え
た
。

再
見
！
　
　
（
羽
中
田
　
記
）

虫？ そうです！ 現地ではご馳走だ
そうで。味？とても美味しいです　
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三
年
半
前
の
夏
、
私
は
音
楽

講
習
会
を
受
け
る
た
め
、
初
め

て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
渡
っ
た
地

が
ウ
ィ
ー
ン
で
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
夏
ま
で
、
大

学
の
交
換
留
学
で
一
年
間
学
ん

だ
地
も
ウ
ィ
ー
ン
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
こ
の
地
は
、
特

別
な
思
い
が
あ
ふ
れ
る
場
所
で

す
。
そ
し
て
な
ん
と
、
私
は
そ

の
大
切
な
地
で
、
演
奏
会
に
出

演
す
る
と
い
う
、
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
！
　
日
本
友
愛
青
年
協

会
の
皆
様
に
は
、
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
機
会
を
私
に
く
だ

さ
っ
た
こ
と
、
心
か
ら
の
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

研
修
旅
行
で
は
、
き
っ
と
素

敵
な
方
々
と
の
出
会
い
、
そ
し

て
音
楽
と
の
出
会
い
が
た
く
さ

ん
待
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
Ｆ．

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

と
Ｈ．

ヴ
ォ
ル
フ
の
作
品
を
入

れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
二
人
と
も

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
で

す
。
共
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
ピ

ア
ニ
ス
ト
さ
ん
と
、
ド
イ
ツ
歌

曲
を
、
さ
ら
に
日
本
歌
曲
を
、

一
緒
に
作
り
あ
げ
て
い
く
時
間

が
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
本
番
ま
で
、
精
一
杯
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
度
目
の
ウ
ィ
ー
ン
へ
の
出

発
が
目
前
に
迫
り
、
私
は
、
何

と
も
言
え
な
い
心
か
ら
の
感
動

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
思
い
を
、
聴
き
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
演

奏
で
お
届
け
で
き
た
ら
幸
せ
に

思
い
ま
す
。

第
二
十
一
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
の
栄
誉
に
輝

い
た
小
島
芙
美
子
さ
ん
は
、
当
財
団
派
遣
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ウ

ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
（
姉
妹
団
体
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
主
催
）

出
演
の
た
め
日
本
を
発
つ
。
そ
の
抱
負
を
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
三
月
二
十
二
日
（
火
）
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
ハ
ウ
ス

で
開
催
さ
れ
る

鳩
山
一
郎
会
長
と
友
愛
・
平
和

へ
の
確
固
た
る
思
想

鳩
山
理
事
長
は
、「
祖
父
・

一
郎
が
、
一
九
四
五
年
九
月
に

『
原
爆
に
よ
る
無
辜
（
む
こ
）

の
国
民
殺
傷
が
毒
ガ
ス
以
上
の

戦
争
犯
罪
（
国
際
犯
罪
）
で
あ

る
こ
と
を
否
定
で
き
ま
い
』
と

発
言
し
、
そ
れ
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が

『
怒
り
』、
朝
日
新
聞
が
二
日
間

発
行
停
止
に
な
っ
た
」
こ
と
な

ど
も
公
職
追
放
の
大
き
な
理
由

の
一
つ
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
そ

の
結
果
と
し
て
「
友
愛
青
年
同

志
会
」
が
生
ま
れ
、
祖
父
・
一

郎
の
平
和
に
懸
け
る
想
い
が
こ

の
「
核
禁
会
議
」
の
活
動
に
関

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
、

か
つ
「
今
日
ま
で
、
そ
の
仲

間
・
同
志
に
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
す
る
」
旨

を
述
べ
た
。

併
せ
て
、
総
理
時
代
を
振
り

返
り
な
が
ら
、「
オ
バ
マ
大
統

領
が
（
プ
ラ
ハ
で
）
演
説
し
た

『
核
兵
器
の
な
い
世
界
』
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
る
我
が
国
の
道
義
的
使

命
で
あ
り
、
各
国
に
核
廃
絶
を

訴
え
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。（
ち
な
み
に
、
二

〇
〇
九
年
九
月
二
十
四
日
の
朝

日
新
聞
は
「
核
廃
絶
『
日
米
先

頭
に
』
鳩
山
・
オ
バ
マ
会
談
」

と
報
じ
、
翌
二
十
五
日
は
、
核

廃
絶
へ
安
保
理
決
議
・
鳩
山
首

相
「
非
核
三
原
則
堅
持
誓
う
」

と
も
報
じ
て
い
る
）。

「
核
な
き
世
界
」
・
被
爆
者
救

済
と
友
愛
精
神

ま
た
、「
核
禁
会
議
」
が
、

結
成
以
来
続
け
て
き
た
被
爆
者

救
済
カ
ン
パ
活
動
（
こ
れ
は
国

内
の
被
爆
者
の
み
な
ら
ず
、
韓

国
の
被
爆
者
の
救
援
活
動
も
行

っ
て
き
て
い
る
。
現
在
ま
で
に

十
三
億
五
千
万
円
を
超
え
る
額

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
）
に
つ
い

て
も
、
鳩
山
理
事
長
は
敬
意
を

表
し
つ
つ
、
自
身
も
（
総
理
時
）

「
被
爆
者
の
早
期
救
済
の
た
め
、

議
員
立
法
の
具
体
化
の
動
き
も

踏
ま
え
、
新
し
い
認
定
制
度
の

創
設
を
検
討
し
た
い
」
と
述
べ

た
、
と
も
語
っ
た
。「
核
な
き

世
界
」
を
作
る
た
め
に
は
、

「
友
愛
精
神
」
が
、
今
日
ほ
ど

必
要
と
さ
れ
て
い
る
時
代
は
な

い
、
と
そ
の
決
意
も
披
瀝
し
た
。

加
え
て
「
こ
の
核
禁
会
議
が

『
結
成
五
〇
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
』
と
い
う
の
も
、

実
は
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
ま

し
て
や
、
あ
と
五
〇
年
も
続
く
、

な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一
日

も
、
一
刻
も
早
く
、
核
兵
器
を

廃
絶
し
、
真
の
世
界
平
和
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

北
朝
鮮
、
イ
ラ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
容
易
な
ら
ざ
る
核
の
現
況

の
認
識
も
示
し
た
。

安
心
・
安
全
が
大
前
提
で
、
原

子
力
の
平
和
利
用

同
時
に
「
地
球
温
暖
化
に
代

表
さ
れ
る
環
境
問
題
や
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
確
保
の
観
点
か

ら
、
原
子
力
発
電
が
世
界
的
に

見
直
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
地

球
温
暖
化
の
進
展
を
緩
和
す
る

た
め
に
、
大
気
中
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
地
球
規
模
で
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
但
し
そ

れ
は
あ
く
ま
で
、
安
心
・
安
全

が
大
前
提
で
の
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
平
和
利
用
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
も
述
べ
た
。

記
念
式
典
は
、
そ
の
後
、
Ｕ

Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
落
合
清
四

会
長
の
挨
拶
、
ま
た
、
長
崎
の

田
上
富
久
市
長
と
大
韓
赤
十
社

の
姜
聲
文
総
務
課
長
に
よ
る
感

謝
の
言
葉
と
祝
辞
、
さ
ら
に
は
、

秋
元
か
お
る
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同

盟
副
書
記
長
に
よ
る
詩
の
朗
読

が
あ
っ
た
。
そ
の
一
部
を
記
載

す
る
。

生
き
た
い
　
生
き
た
い
と

黒
い
雨
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た

人
々

熱
い
熱
い
と
　
火
だ
る
ま
の
よ

う
に
　

川
に
飛
び
込
ん
だ
人
々
　
　

悲
し
い
　
現
実

家
が
　
人
々
が
　
動
物
た
ち
が

す
べ
て
の
物
が
　
飛
び
散
っ
て

虫
け
ら
み
た
い
に

泣
い
て
　
苦
し
ん
で
　
は
い
ず

っ
て

い
ま
な
お
引
き
ず
っ
て
い
る
被

爆
者
た
ち
　
以
下
略

（
広
島
原
爆
ド
ー
ム
よ
り
「
未
来

の
子
供
た
ち
へ
」
渡
辺
真
知
子
）

「
友
愛
」
は
「
核
禁
会
議
」
の

結
成
時
か
ら
の
同
志

な
お
、「
友
愛
」（
当
時
は

「
友
愛
青
年
同
志
会
」）
は
、
冒

頭
で
鳩
山
理
事
長
が
述
べ
た
よ

う
に
、
一
九
六
一
年
十
一
月
十

五
日
の
「
核
禁
会
議
」（
初
代

議
長
・
松
下
正
寿
立
教
大
学
総

長
）
結
成
以
来
の
、「
同
志
」

で
あ
る
（
結
成
大
会
は
、
日
本

青
年
館
）。
詳
細
は
省
く
が
、

い
わ
ゆ
る
「
第
５
福
竜
丸
の
ビ

キ
ニ
水
爆
被
災
事
件
」（
一
九

五
四
年
三
月
、
太
平
洋
ビ
キ
ニ

環
礁
で
の
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実

験
で
放
射
能
（
死
の
灰
）
を
浴

び
、
久
保
山
無
線
長
が
九
月
に

死
去
）
で
原
水
爆
禁
止
運
動
が

広
が
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
当

時
は
、
共
産
党
が
主
導
権
（
原

水
協
）
を
握
り
「
資
本
主
義
陣

営
の
原
子
爆
弾
は
戦
争
の
た
め

の
『
汚
い
兵
器
』
で
、
社
会
主

義
陣
営
の
原
子
爆
弾
は
『
き
れ

い
な
兵
器
』
だ
」
な
ど
と
い
う

偏
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
運
動
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
原
子
爆
弾
に
、

き
れ
い
も
汚
い
も
な
い
の
で
あ

っ
て
、「
核
禁
会
議
」
は
、「
い

か
な
る
国
の
い
か
な
る
理
由
に

よ
る
核
兵
器
も
許
さ
な
い
」
と

い
う
当
た
り
前
の
立
場
に
立
っ

て
、
我
が
友
愛
青
年
同
志
会
、

健
青
会
な
ど
の
青
年
団
体
や
全

労
会
議
（「
同
盟
」
の
前
身
）、

全
日
本
仏
教
会
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
協
議
会
等
の
宗
教
団
体
、

学
者
、
文
化
人
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
歴
史
」

を
有
し
て
い
る
。

「
核
禁
会
議
」
と
、
そ
の
活
動

そ
の
「
歴
史
」
に
立
っ
て
、

具
体
的
な
運
動
と
し
て
は
（
上

述
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
て
）、

例
え
ば
、
広
島
の
「
平
和
の
灯

火
」、
長
崎
の
「
平
和
の
泉
」

な
ど
の
建
設
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
平
和
大
会
の
共
同
開

催
」、
海
外
で
の
原
爆
資
料
展

の
開
催
（
パ
リ
、
イ
ン
ド
、
パ

キ
ス
タ
ン
な
ど
）、
核
拡
散
防

止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会

議
で
の
ア
ピ
ー
ル
、
核
兵
器
廃

絶
を
求
め
る
署
名
活
動
、
原
子

力
の
平
和
活
動
の
た
め
の
関
係

施
設
見
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
間
、
被
爆

者
へ
の
救
援
活
動
は
行
っ
て
お

り
、
例
え
ば
、
広
島
赤
十
字
原

爆
病
院
あ
る
い
は
長
崎
「
恵
み

の
丘
原
爆
ホ
ー
ム
」
へ
の
カ
ン

パ
、
韓
国
慶
尚
南
道
陜
川
（
ハ

プ
シ
ョ
ン
）
に
、
原
爆
被
爆
者

診
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

「
友
愛
精
神
」
と
「
世
界
平
和
」

核
禁
会
議
の
結
成
時
に
は
、

奥
田
吉
郎
氏
（
現
・
理
事
）
が

総
務
部
長
に
、
故
尾
形
智
矩
氏

が
事
務
局
次
長
に
就
任
し
、
運

動
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
尾

形
氏
は
「
核
兵
器
が
全
面
的
に

禁
止
さ
れ
、
こ
の
運
動
の
必
要

が
な
い
平
和
な
世
界
を
一
日
も

早
く
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
機
関
紙
『
友
愛
』(

第
一

〇
八
号
・
一
九
六
二
年
三
月)

に

寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
今

日
に
至
る
ま
で
、
本
協
会
も
他

の
団
体
と
手
を
携
え
、
積
極
的

に
活
動
し
て
い
る
（
現
在
は
、

評
議
員
の
萩
原
が
理
事
を
務
め

て
い
る
）。

し
か
し
、
鳩
山
理
事
長
が
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
依
然
と
し

て
、
世
界
は
核
の
脅
威
の
中
に

あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
脅
威
と
恐

怖
は
拡
大
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
、
今
こ
そ
、
友
愛
精
神
を
も

っ
て
、
平
和
な
道
を
確
立
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
（
今
回
の

記
念
式
典
に
出
席
し
て
）、
あ

ら
た
め
て
、
そ
の
思
い
を
強
く

し
た
。

文
責：日

本
友
愛
青
年
協
会
評
議
員

萩
原
直
三

去
る
一
月
二
十
八
日
、「
い
か
な
る
国
の
核
兵
器
に
も
反
対
」「
特

定
の
政
治
勢
力
か
ら
の
支
配
介
入
の
排
除
」「
人
道
主
義
に
基
づ
く

活
動
」
を
三
原
則
と
し
、
ま
た
「
核
兵
器
を
廃
絶
し
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
確
立
し
よ
う
」
と
「
原
子
力
の
平
和
利
用
を
推
進
し
、
人
類

の
平
和
と
繁
栄
に
寄
与
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
「
核
兵
器

禁
止
平
和
建
設
国
民
会
議
五
〇
周
年
記
念
式
典
」
に
、
同
会
議
結
成

以
来
の
同
志
・
団
体
を
代
表
し
て
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が
挨
拶
を

述
べ
た
（「
核
禁
会
議
」
の
議
長
代
行
は
、
本
協
会
評
議
員
で
も
あ

る
、
谷
藤
悦
史
早
大
教
授
）

軽井沢友愛山荘

一　般

会　員

学　生

10,000

08,000

07,000  

8,000 7,000

7,000 6,000

6,000 5,500

5～9名　 10名以上　
個人利用料金　　

団体利用料金　

新料金表

＊別室利用料金、会議室等設備利用料金など詳しくは事務局ま
でお問い合せください。
＊ホームページにも詳細掲載　http;//yuaikyoukai.com
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◆
本
号
で
日
本
友
愛
青
年
協
会
発

行
の
機
関
紙
『
友
愛
』
は
最
終
号

と
な
る
。
一
九
五
三
年
か
ら
本
年

三
月
ま
で
の
五
八
年
間
。
友
愛
の

歴
史
を
物
語
っ
た
愛
す
べ
き
こ
の

機
関
紙
。
小
生
も
折
に
触
れ
、
駄

文
を
弄
し
た
が
、
感
無
量
。
会
創

設
以
来
、
何
度
と
な
く
こ
の
機
関

紙
を
組
織
拡
大
の
た
め
、
都
内
は

も
と
よ
り
東
北
の
山
村
や
、
全
国

各
地
の
都
市
、
講
演
会
や
駅
前
広

場
、
街
頭
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
触
れ
合
う
人
毎
に
手
渡
し
し
た

青
年
時
代
の
記
憶
は
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
な
く
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
当
時
は
携
帯
や

メ
ー
ル
も
な
く
、
組
織
拡
大
や
情

報
伝
達
は
、
友
人
知
己
以
外
の
ル

ー
ト
と
し
て
は
、
こ
の
機
関
紙
が

唯
一
の
武
器
で
あ
り
、
ま
た
会
員

同
志
の
紐
帯
で
も
あ
っ
た
。
そ
う

い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
こ
れ
か
ら

友
愛
が
新
し
い
時
代
を
迎
え
ら
れ

る
の
も
、
こ
の
機
関
紙
を
今
日
ま

で
継
続
し
た
関
係
各
位
の
ご
協
力

の
賜
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表

す
る
次
第
だ
。

（
Ｋ
）

◆
新
法
人
へ
の
移
行
に
関
し
て
、

こ
の
二
年
間
ひ
た
す
ら
頭
を
悩
ま

せ
て
き
た
。
時
に
は
あ
ぶ
ら
汗
を

か
き
、
時
に
は
投
げ
出
し
た
く
な

っ
た
り
も
し
た
。
や
っ
と
、
役
所

よ
り
新
法
人
移
行
認
可
の
内
示
が

で
た
。
世
代
を
全
く
異
に
す
る
人

間
、
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
一
つ
の

事
を
成
し
遂
げ
た
。
感
無
量
で
あ

る
。
友
愛
は
国
際
交
流
に
長
く
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
世
代
間
交
流

に
取
り
組
む
こ
と
も
良
い
か
も
知

れ
な
い
。

(

G
O)

◆
『
友
愛
』
の
一
つ
の
か
た
ち
の

最
終
号
。
手
が
け
る
事
の
有
り
難

さ
。
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
機
関
紙
。

新
法
人
で
も
名
前
を
変
え
ず
『
友

愛
』
を
発
行
す
る
予
定
だ
と
か
。

歴
史
は
続
く
、
頑
張
ら
な
く
て
は
。

頑
張
り
甲
斐
が
あ
る
か
ら
。
あ
の

暑
い
夏
に
、
法
人
移
行
の
為
の
書

類
を
作
り
続
け
た
の
も
、
今
は
嬉

し
い
思
い
出
。

（
も
）

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日

（
水
）
東
京
目
白
の
椿
山
荘
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ー
の
間
に
お
い
て
、

恒
例
の
友
愛
婦
人
会
新
年
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
気
予
報
で
は
、
気
温
は
十

度
前
後
と
の
こ
と
で
、
肌
寒
い

か
と
も
思
い
ま
し
た
が
吹
い
て

く
る
風
は
南
風
で
、
近
づ
く
春

を
思
わ
せ
る
暖
か
さ
で
し
た
。

十
二
時
の
開
会
を
前
に
、
会

員
の
皆
様
が
晴
れ
や
か
な
お
姿

で
次
々
に
お
集
ま
り
で
す
。
総

勢
七
十
余
名
の
、
初
春
を
寿
ぐ

に
ふ
さ
わ
し
い
集
い
と
な
り
ま

し
た
。

来
賓
と
し
て
、
鳩
山
由
紀
夫

前
総
理
大
臣
、
成
澤
廣
修
文
京

区
長
、
煙
山
力
前
文
京
区
長
が

ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
鳩

山
邦
夫
先
生
は
、
公
務
多
忙
と

の
こ
と
で
、
太
郎
さ
ん
も
ご
出

席
い
た
だ
け
ず
、
と
て
も
残
念

な
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
が
、

ま
す
。

さ
て
い
よ
い
よ
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
登
場
と
な
り
、
井
田
幸
子
先

生
の
素
晴
ら
し
い
演
技
、
そ
し

て
青
山
高
恵
さ
ん
の
舞
台
、
レ

イ
・
リ
ー
リ
ア
の
皆
さ
ん
の
舞

台
と
、
華
や
か
な
時
が
流
れ
ま

し
た
。

大
川
米
子
幹
事
長
に
よ
る
、

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
閉
会
の
辞

を
聞
き
な
が
ら
、
散
会
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
大
川
幹
事
長

が
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
来
る
新

年
度
は
、
婦
人
会
と
し
て
前
向

き
に
、
友
愛
精
神
・
論
語
を
勉

強
す
る
年
、
学
習
の
年
に
す
べ

く
、
新
年
の
誓
い
を
新
た
に
い

た
し
ま
し
た
。
（
友
愛
婦
人
会

記
）

友愛婦人会 新年会開催 －華やかに新春を祝う－

時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

―
八
百
長
が
顔
を
出
す

ケ
イ
タ
イ
に
炙
り
だ
さ
れ
る
お

相
撲
さ
ん

―
春
場
所
・
中
止

呼
び
鈴
が
む
な
し
く
響
く
浪
花

場
所―

前
途
多
難

蜂
の
巣
が
大
き
く
な
っ
た
国
技

館
―
連
日
の
報
道

佑
ち
ゃ
ん
が
調
味
料
に
な
る
キ

ャ
ン
プ
地

―
十
二
球
団
あ
る
の
に

加
熱
す
る
報
道
よ
そ
に
キ
ャ
ン

プ
イ
ン

「
ミ
ツ
コ
」
と
い
う
言
葉
か

ら
、
何
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
か
。

香
水
の
名
を
思
う
方
も
あ
る
だ

ろ
う
が
『
友
愛
』
読
者
は
、
迷

わ
ず
「
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ

レ
ル
ギ
ー
伯
の
お
母
さ
ん
」
に

た
ど
り
着
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
「
ミ
ツ
コ
」
が
再

び
舞
台
と
な
っ
た
。
今
回
は

『
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
〜
愛
は
国

境
を
越
え
て
〜
』
と
題
し
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
で
あ
る
。

作
・
演
出
は
小
池
修
一
郎

氏
、
宝
塚
歌
劇
団
の
舞
台
を
手

掛
け
、
菊
田
一
夫
演
劇
賞
、
千

田
是
也
賞
、
読
売
演
劇
賞
な
ど

数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い

る
、
斯
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

音
楽
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
数
多
く
担
当

し
、
幅
広
い
活
躍
を
続
け
る
フ

ラ
ン
ク
・
ワ
イ
ル
ド
ホ
ー
ン

氏
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
こ

れ
以
上
は
望
め
な
い
組
み
合
わ

せ
が
実
現
し
た
。
ミ
ツ
コ
を
演

じ
る
の
は
宝
塚
歌
劇
団
の
Ｏ
Ｇ

安
蘭
け
い
さ
ん
、『
ベ
ル
サ
イ

ユ
の
ば
ら
』
で
初
舞
台
以
来
、

星
組
男
役
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
。
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
は
、
待
ち
に
待
っ
た
舞

台
で
あ
ろ
う
。

ミ
ツ
コ
を
軸
に
構
成
さ
れ
て

い
る
舞
台
で
は
あ
る
が
、
決
し

て
華
や
か
さ
と
甘
さ
だ
け
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
は
な
い
。
パ
ン
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
唱
え
続
け
た
ク

ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー

伯
の
活
躍
と
理
念
が
、
ス
ト
ー

リ
ー
の
根
底
に
あ
る
。
そ
れ
は

と
り
も
な
お
さ
ず
「
友
愛
」
の

理
念
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、

相
互
尊
重
・
相
互
理
解
・
相
互

扶
助
の
三
原
則
が
、
教
え
と
し

て
、
あ
る
い
は
具
現
化
さ
れ
た

形
と
し
て
随
所
に
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
の
亡
命

者
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル

ギ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で

教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
に

母
ミ
ツ
コ
が
亡
く
な
っ
た
知
ら

せ
が
届
く
。
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

雰
囲
気
で
物
語
は
始
ま
る
。
ユ

ダ
ヤ
人
の
妻
を
娶
っ
た
こ
と
で

決
別
し
て
い
た
母
、
カ
レ
ル
ギ

ー
は
自
ら
の
半
生
を
振
り
返

り
、
母
を
懐
か
し
む
。
カ
レ
ル

ギ
ー
の
思
い
出
に
登
場
す
る
逸

話
が
、
物
語
を
進
め
て
い
く
。

父
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
日
本
を

訪
れ
た
際
、
母
ミ
ツ
コ
に
ラ
イ

病
（
ハ
ン
セ
ン
病
）
患
者
を
見

舞
う
事
を
勧
め
た
こ
と
、
ユ
ダ

ヤ
人
差
別
に
は
根
拠
が
な
い
と

父
が
毅
然
と
語
っ
た
こ
と
な
ど

「
友
愛
」
の
礎
と
な
っ
た
理
念

が
数
多
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ツ
コ
は
皇
后
陛
下
か
ら
賜
っ

た
扇
を
胸
に
、
日
本
人
と
し
て
、

公演日程
大阪／梅田芸術劇場メインホール　5月15日（日）～23日（月）
東京／青山劇場　6月11日（土）～29日（水）
『友愛』読者への特典
＊友愛関係者には特別割引があります。

Ｓ席12,000円→9,500円（5名以上は更に割引）申し込み４月22日まで。
詳しくは（東京公演）03-3503-5030担当：阪上

（大阪公演）06-6377-3821担当：高見／板倉　
※申し込みの際、『友愛』読者とお伝えください。

クーデンホーフ・ミツコ没後70年記念
ミュージカル『ＭＩＴＳＵＫＯ』～愛は国境を越えて～

同
時
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
人
と
し
て
、

気
高
く
「
後
ろ
を

振
り
返
ら
ず
に
前

を
向
い
て
歩
く
」

と
子
供
た
ち
を
教

育
し
た
。
核
と
な

り
軸
と
な
る
理
念

の
も
と
に
作
ら
れ

た
、
大
い
に
良
質

な
物
語
と
い
え
る
。

ま
た
、
家
族
が

歌
う
ナ
ン
バ
ー

『
振
り
返
ら
ず
歩

け
』、
前
篇
を
通
じ
て
流
れ
る

ナ
ン
バ
ー
『
愛
は
国
境
を
越
え

て
』、
華
や
か
な
舞
踏
会
の
場

面
な
ど
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
楽
し

さ
も
充
分
堪
能
で
き
る
。

友
愛
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

広
く
年
齢
を
超
え
て
楽
し
め
る

舞
台
と
言
え
る
。
各
地
で
の
公

演
の
際
に
は
、
是
非
足
を
運
ば

れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
た
い
。

（
Ｈ
）

藤
井
秘
書
、
南
秘
書
が
代
理
と

し
て
ご
出
席
く
だ
さ
り
、
鳩
山

邦
夫
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
鳥
海
大
塚
支
部

長
が
進
行
役
を
務
め
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

ご
挨
拶
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

が
、
と
り
わ
け
鳩
山
由
紀
夫
先

生
が
、
鳩
山
安
子
会
長
の
現
在

の
ご
様
子
、
お
食
事
も
少
し
進

む
よ
う
に
な
ら
れ
た
こ
と
、
由

紀
夫
先
生
を
お
叱
り
に
な
る
こ

と
な
ど
を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
参
加
の
会
員
一
同
、
本
当

に
う
れ
し
く
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
前
総
理
と
し
て
ご
活
躍
で

あ
り
、
海
外
へ
も
し
ば
し
ば
公

務
で
お
い
で
に
な
る
お
忙
し
さ

の
中
、
私
ど
も
の
会
に
ご
出
席

く
だ
さ
り
、
私
達
が
一
番
お
伺

い
し
た
い
安
子
会
長
の
お
話
を

し
て
く
だ
さ
る
細
や
か
な
お
心

く
ば
り
に
、
一
同
感
激
い
た
し

ま
し
た
。

煙
山
前
区
長
の
乾
杯
の
ご
発

声
で
、
会
は
第
二
部
へ
と
移
り

ま
し
た
。
第
二
部
の
司
会
進
行

は
、
渡
辺
書
記
が
務
め
ま
す
。

美
味
し
い
料
理
、
初
春
の
う
れ

し
さ
に
話
題
も
尽
き
ぬ
和
や
か

さ
が
一
杯
で
す
。
そ
し
て
、
友

愛
婦
人
会
の
会
員
に
よ
る
十
八

番
披
露
へ
と
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
詩
吟
「
松
竹
梅
」
明
石
節

子
／
小
唄
「
吉
座
節
分
」
黒
沢

芳
子
／
日
舞
「
白
扇
」
／
小
室

昌
代
と
芸
達
者
な
舞
台
が
続
き

にこやかに安子会長のお話をしてく
ださった鳩山由紀夫前総理大臣

―
―
お
　
詫
　
び
―
―

今
回
の
東
北
太
平
洋
地
震
の
影
響
に
よ

り
、『
友
愛
』
の
発
送
が
遅
れ
ま
し
た

こ
と
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「友愛」の想いのもと、会員が一堂に会する喜び、楽しい集いは友愛婦人会の象徴


